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(57)【要約】
【課題】内視鏡装置の使用準備における手間を省きなが
ら、外部光源を使用可能な内視鏡スコープ及び内視鏡装
置を得る。
【解決手段】プロセッサ光源３１０を照明光として用い
るとき、ライトガイドコネクタ２４０は第１の保持部２
３６により保持される。第１の保持部２３６にライトガ
イドコネクタ２４０を保持することにより、ライトガイ
ドコネクタ２４０と接続コネクタ２３０とを内視鏡プロ
セッサ３００に一度で接続できる。また、第１の保持部
２３６がライトガイドコネクタ２４０を保持することに
より、ライトガイドコネクタ２４０の外側面によりスイ
ッチ２３７が押圧されてオンになり、プロセッサ光源３
１０に対応する画像処理情報を用いて観察画像信号を画
像処理する。外部光源にライトガイドコネクタ２４０を
接続するとき、ライトガイドコネクタ２４０は第１の保
持部２３６から外され、外部光源に対応する画像処理情
報を用いて観察画像信号を画像処理する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡プロセッサと着脱自在である接続コネクタと、
　光源が接続されるライトガイドコネクタとを備え、
　前記接続コネクタは、前記ライトガイドコネクタを着脱自在に保持する保持部と、前記
保持部において前記ライトガイドコネクタと接触する部位に設けられ、前記ライトガイド
コネクタを前記保持部が保持したときに前記ライトガイドコネクタにより押圧されるスイ
ッチとを備える内視鏡スコープ。
【請求項２】
　観察対象物を撮像して画像信号を出力する撮像部と、
　光源に応じた画像処理情報を有する記憶部と、
　前記記憶部が有する画像処理情報を用いて、前記画像信号を画像処理する画像処理部と
をさらに備え、
　前記スイッチが押圧されたとき、前記画像処理部は内視鏡プロセッサが有する光源に対
応する画像処理情報を用いて画像処理を行い、前記スイッチが押圧されないとき、前記画
像処理部は内視鏡プロセッサの外部に設けられた光源に対応する画像処理情報を用いて画
像処理を行う請求項１に記載の内視鏡スコープ。
【請求項３】
　前記ライトガイドコネクタは、円筒形状を有し、
　前記保持部は前記ライドガイドコネクタの外形とほぼ同じ内径を有する円筒であって、
円筒の側面の一部は、円筒の全長に渡って前記保持部の外部に向けて開口し、
　前記スイッチは、前記保持部の円筒の内側面に設けられる請求項１又は２に記載の内視
鏡スコープ。
【請求項４】
　前記ライトガイドコネクタは、円筒形状を有し、
　前記保持部は前記ライドガイドコネクタの外形とほぼ同じ内径を有する円筒であって、
　前記スイッチは、前記保持部の円筒の内側面に設けられる請求項１又は２に記載の内視
鏡スコープ。
【請求項５】
　請求項１に記載の内視鏡スコープと、前記ライトガイドコネクタに接続される光源を有
する内視鏡プロセッサとを備える内視鏡装置。
【請求項６】
　前記ライトガイドコネクタに接続される外部光源をさらに備える請求項５に記載の内視
鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部光源を使用可能な内視鏡スコープ及び内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置は、被験者の体内に挿入される内視鏡スコープと被験者の体外に設けられて
画像処理を行う内視鏡プロセッサとを備える。内視鏡スコープは、内視鏡スコープの遠位
端部に設けられる撮像素子と、撮像素子からの画像信号を内視鏡プロセッサに伝える信号
ケーブルと、内視鏡プロセッサが発光する照明光を遠位端部までガイドするライトガイド
ファイバとを備える。信号ケーブルは接続コネクタを介して、ライトガイドファイバはラ
イトガイドコネクタを介して内視鏡プロセッサと着脱自在である。照明光の光源として、
内視鏡プロセッサが備える光源に加え、外部の光源を用いることができる内視鏡装置が知
られている。外部の光源を使用可能とするために、接続コネクタとライトガイドコネクタ
は別個に設けられる（特許文献１）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－９７４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、内視鏡プロセッサが備える光源を使用するとき、接続コネクタとライトガイド
コネクタとを別々に接続しなければならず、接続に手間が掛かる。また、撮影画像の色調
が光源によって変化するため、光源に応じて画像処理の設定を変更しなければならず、手
間が掛かる。すなわち、内視鏡装置の使用準備における手間が掛かる。
【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、内視鏡装置の使用準備における手
間を省きながら、外部光源を使用可能な内視鏡スコープ及び内視鏡装置を得ることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願第１の発明による内視鏡スコープは、内視鏡プロセッサと着脱自在である接続コネ
クタと、光源が接続されるライトガイドコネクタとを備え、接続コネクタは、ライトガイ
ドコネクタを着脱自在に保持する保持部と、保持部においてライトガイドコネクタと接触
する部位に設けられ、ライトガイドコネクタを保持部が保持したときにライトガイドコネ
クタにより押圧されるスイッチとを備えることを特徴とする。
【０００７】
　観察対象物を撮像して画像信号を出力する撮像部と、光源に応じた画像処理情報を有す
る記憶部と、記憶部が有する画像処理情報を用いて、画像信号を画像処理する画像処理部
とをさらに備え、スイッチが押圧されたとき、画像処理部は内視鏡プロセッサが有する光
源に対応する画像処理情報を用いて画像処理を行い、スイッチが押圧されないとき、画像
処理部は内視鏡プロセッサの外部に設けられた光源に対応する画像処理情報を用いて画像
処理を行うことが好ましい。
【０００８】
　ライトガイドコネクタは、円筒形状を有し、保持部はライドガイドコネクタの外形とほ
ぼ同じ内径を有する円筒であって、円筒の側面の一部は、円筒の全長に渡って保持部の外
部に向けて開口し、スイッチは、保持部の円筒の内側面に設けられればなおよい。円筒の
側面の一部が開口することにより、ライトガイドコネクタを外しやすくなる。
【０００９】
　ライトガイドコネクタは、円筒形状を有し、保持部はライドガイドコネクタの外形とほ
ぼ同じ内径を有する円筒であって、スイッチは、保持部の円筒の内側面に設けられればな
およい。円筒形状であることにより、ライトガイドコネクタが確実に固定される。
【００１０】
　本願第２の発明による内視鏡装置は、前記内視鏡スコープと、ライトガイドコネクタに
接続される光源を有することを特徴とする。
【００１１】
　ライトガイドコネクタに接続される外部光源をさらに備えればなおよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、内視鏡装置の使用準備における手間を省きながら、外部光源を使用可
能な内視鏡スコープ及び内視鏡装置を得る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１の実施形態による内視鏡装置を概略的に示した図である。
【図２】保持部から外されたライトガイドコネクタを示した図である。
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【図３】保持部における内視鏡装置との接続端を示した図である。
【図４】外部光源を使用するときの内視鏡装置を示した図である。
【図５】画像処理情報選択処理を示したフローチャートである。
【図６】第２の実施形態による内視鏡スコープを示した図である。
【図７】保持部における内視鏡装置との接続端を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明における内視鏡装置１００による第１の実施形態について添付図面を参照
して説明する。まず、図１から３を用いて内視鏡装置１００の構成について説明する。
【００１５】
　内視鏡装置１００は、被験者の体内に挿入される第１の内視鏡スコープ２００と、被験
者の体外に設けられて画像処理を行う内視鏡プロセッサ３００とを主に備える。
【００１６】
　第１の内視鏡スコープ２００は、被験者の体内に挿入される可撓部２１０と、術者が保
持する操作部２２０と、第１の内視鏡スコープ２００と内視鏡プロセッサ３００とを接続
する接続コネクタ２３０と、プロセッサ光源３１０に接続されるライトガイドコネクタ２
４０とを主に備える。
【００１７】
　可撓部２１０の遠位端部２１１は被験者の体内に挿入され、近位端部２１２は操作部２
２０に接続される。操作部２２０は、可撓性のケーブル２０３により接続コネクタ２３０
と接続され、ライトガイドケーブル２０４によりライトガイドコネクタ２４０と接続され
る。
【００１８】
　ライトガイドコネクタ２４０は、円柱形状を有し、円形断面の一端がプロセッサ光源３
１０と接続され、他端がライトガイドケーブル２０４に接続される。プロセッサ光源３１
０と接続される端部には円筒形の受光コネクタ２４１が設けられる。
【００１９】
　接続コネクタ２３０は、内視鏡プロセッサ３００と電気的に接続される接続電極部２３
８と、ライトガイドコネクタ２４０を着脱自在に保持する第１の保持部２３６とを有する
。
【００２０】
　接続電極部２３８は円筒形状であって、円筒の内側に軸方向に伸びる複数の雄電極を備
える。
【００２１】
　第１の保持部２３６は、ライトガイドコネクタ２４０の外周とほぼ同じ内径を有する円
筒であって、円筒の軸方向全長に渡ってスリット２５１が設けられる。スリット２５１は
、円筒側面の一部が円筒の全長に渡り第１の保持部２３６の外部に向けて開口することに
より形成され、その幅は円筒の内側直径よりも小さい。第１の保持部２３６は可撓性の樹
脂により形成される。スリット２５１を設けることにより、ライトガイドコネクタ２４０
を第１の保持部２３６から容易に外すことが可能になる。
【００２２】
　可撓部２１０の遠位端部２１１には、撮像レンズ２１３、撮像部を成すＣＣＤ２１６、
配光レンズ２１４、及びライトガイドファイバ２１５が設けられる。ＣＣＤ２１６は、撮
像レンズ２１３を介して被写体を撮像し、これにより得られた観察画像を観察画像信号と
して接続コネクタ２３０に送信する。ライトガイドファイバ２１５は、ライトガイドケー
ブル２０４内を伝ってライトガイドコネクタ２４０から遠位端部２１１まで伸び、後述す
る内視鏡プロセッサ３００又は外部光源４００が生じた照明光を、可撓部２１０の遠位端
部２１１まで搬送する。照明光は、ライトガイドファイバ２１５の遠位端から配光レンズ
２１４に向けて照射される。配光レンズ２１４の光軸上にライトガイドファイバ２１５の
遠位端が露出し、配光レンズ２１４は被写体に照明光を配光する。
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【００２３】
　接続コネクタ２３０の内部には、ドライバ基板２３１と、スイッチ２３７とが設けられ
る。
【００２４】
　ドライバ基板２３１は、マイクロプロセッサ２３３と、記憶部を成すメモリ２３４とを
有する。マイクロプロセッサ２３３は、ＣＣＤ２１６から観察画像信号を受信して、観察
画像信号に対して所定の画像処理を行った後、内視鏡プロセッサ３００に送信する。所定
の画像処理は、例えば画像の色味調整、彩度調整、及び明度調整などである。メモリ２３
４は、ライトガイドコネクタ２４０に接続される光源に対応する画像処理情報（マトリク
ス）を記憶する。観察画像信号に対する画像処理において、マイクロプロセッサ２３３は
、メモリ２３４から光源の種類に対応する画像処理情報を読み出す。そして、読み出した
画像処理情報に応じて観察画像信号を画像処理する。
【００２５】
　スイッチ２３７は、電極部２３２と押圧部２３５とを備える。
【００２６】
　押圧部２３５は、第１の保持部２３６の内側面から突出し、接続コネクタ２３０におい
てケーブル２０３が接続される一端から内視鏡プロセッサ３００が接続される他端に向け
て、内側面からの突出長さが増加する。押圧部２３５は、第１の保持部２３６の内側面か
ら内側、すなわち第１の保持部２３６の軸方向に向けて付勢され、第１の保持部２３６の
内側面から最も突出長さが短い位置を支点として回動する。
【００２７】
　電極部２３２は２つの接点を有し、接点の１つは、３．３Ｖの電位を持つ電源Ｖｃｃに
接続され、他方はマイクロプロセッサ２３３のポートの１つに接続される。このポートを
判別ポートと呼ぶ。電極部２３２において２つの接点が離れているとき、スイッチ２３７
がオフであるといい、２つの接点が接触するときスイッチ２３７がオンであるという。ス
イッチ２３７は通常オフであり、オンになると判別ポートに３．３Ｖの電圧が印加される
。第１の保持部２３６の内側面側から径方向外側に向けて押圧部２３５が押されると、電
極部２３２が有する２つの接点が接触して、スイッチ２３７がオンになる。
【００２８】
　第１の保持部２３６にライトガイドコネクタ２４０が挿入されると、ライトガイドコネ
クタ２４０の外側面によりスイッチ２３７が押圧されてオンになる（図１参照）。これに
より、判別ポートに３．３Ｖの電圧が印加される。第１の保持部２３６にライトガイドコ
ネクタ２４０が挿入されないとき、スイッチ２３７がオフに維持される（図２、３参照）
。これにより、マイクロプロセッサ２３３の判別ポートが３．３Ｖ未満の電圧に保持され
る。
【００２９】
　内視鏡プロセッサ３００は、接続電極部２３８に接続されるプロセッサ電極部３０１と
、受光コネクタ２４１に接続される発光コネクタ３１１と、プロセッサ光源３１０とを備
える。
【００３０】
　プロセッサ電極部３０１は、接続電極部２３８よりも小さな径を有する円筒形であって
、円筒の外周が接続電極部２３８の内周と係合する。プロセッサ電極部３０１は、円柱の
軸方向に伸びる複数の穴である雌電極２３９を備える。雌電極２３９は雄電極と係合し、
これにより、内視鏡プロセッサ３００と第１の内視鏡スコープ２００とが電気的に接続さ
れる。
【００３１】
　プロセッサ光源３１０は、特定の波長を有する照明光を発光する。内視鏡プロセッサ３
００の側面には、プロセッサ光源３１０が発光した光を外部に伝えるための発光コネクタ
３１１が設けられる。発光コネクタ３１１は、受光コネクタ２４１と接続され、これによ
り、第１の内視鏡スコープ２００に照明光が伝達される。
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【００３２】
　内視鏡プロセッサ３００の側面におけるプロセッサ電極部３０１と発光コネクタ３１１
の位置関係は、ライトガイドコネクタ２４０が第１の保持部２３６に保持されているとき
の受光コネクタ２４１と接続電極部２３８の端部における互いの位置関係と同様である。
【００３３】
　プロセッサ光源３１０を照明光として用いるとき、ライトガイドコネクタ２４０がプロ
セッサ光源３１０に接続される。プロセッサ光源３１０にライトガイドコネクタ２４０を
接続するとき、ライトガイドコネクタ２４０は第１の保持部２３６により保持される。第
１の保持部２３６にライトガイドコネクタ２４０を保持することにより、ライトガイドコ
ネクタ２４０と接続コネクタ２３０とを内視鏡プロセッサ３００に一度で接続できる。ま
た、第１の保持部２３６がライトガイドコネクタ２４０を保持することにより、ライトガ
イドコネクタ２４０の外側面によりスイッチ２３７が押圧されてオンになる。これにより
、判別ポートに３．３Ｖの電圧が印加される。
【００３４】
　次に、図４を用いて外部光源４００を使用するときの内視鏡装置１００について説明す
る。
【００３５】
　外部光源４００は、特定の波長を有する照明光を発光する。外部光源４００の側面には
、外部光源４００が発光した光を外部に伝えるための外部発光コネクタ４０１が設けられ
る。外部発光コネクタ４０１は、受光コネクタ２４１と接続され、これにより、第１の内
視鏡スコープ２００に照明光が伝達される。
【００３６】
　外部光源４００を照明光として用いるとき、ライトガイドコネクタ２４０が外部光源４
００に接続される。外部光源４００にライトガイドコネクタ２４０を接続するとき、ライ
トガイドコネクタ２４０は第１の保持部２３６から外される。第１の保持部２３６からラ
イトガイドコネクタ２４０を外すことにより、スイッチ２３７がオフに維持される。これ
により、マイクロプロセッサ２３３のポートが３．３Ｖ未満の電圧に保持される。
【００３７】
　次に、画像処理情報選択処理について説明する。画像処理情報選択処理は、マイクロプ
ロセッサ２３３において電源投入前後に実行される初期化処理の１つである。
【００３８】
　画像処理情報選択処理が開始すると、ステップＳ５１において、第１の内視鏡スコープ
２００の電源がオンになっているか否かを判断する。オンになるまでステップＳ５１が繰
り返され、オンになると処理はステップＳ５２に進む。
【００３９】
　ステップＳ５２では、判別ポートの電圧を読み込む。
【００４０】
　次のステップＳ５３では、判別ポートの電圧が３．３Ｖであるときにスイッチ２３７が
オンになったと判断して、ステップＳ５４に進む。判別ポートの電圧が３．３Ｖ未満であ
るときはスイッチ２３７がオフのままであると判断して、ステップＳ５５に進む。すなわ
ち、判別ポートの電圧が３．３Ｖであるとき、ライトガイドコネクタ２４０が第１の保持
部２３６に保持されていると判断され、判別ポートの電圧が３．３Ｖ未満であるとき、ラ
イトガイドコネクタ２４０が第１の保持部２３６に保持されていないと判断される。
【００４１】
　ステップＳ５４において、マイクロプロセッサ２３３はメモリ２３４からプロセッサ光
源３１０に対応する画像処理情報を読み出す。
【００４２】
　ステップＳ５５では、マイクロプロセッサ２３３はメモリ２３４から外部光源４００に
対応する画像処理情報を読み出す。外部光源４００に対応する画像処理情報は、どのよう
な光源であっても観察が可能となるような、汎用の画像処理情報である。
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【００４３】
　その後、マイクロプロセッサ２３３は、ＣＣＤ２１６から受信した観察画像信号を画像
処理情報に応じて画像処理する。すなわち、ライトガイドコネクタ２４０が第１の保持部
２３６に保持されているとき、プロセッサ光源３１０に対応する画像処理情報を用いて観
察画像信号を画像処理し、ライトガイドコネクタ２４０が第１の保持部２３６に保持され
ていないとき、外部光源４００に対応する画像処理情報を用いて観察画像信号を画像処理
する。
【００４４】
　本実施形態によれば、プロセッサ光源３１０を用いるときにはライトガイドコネクタ２
４０と接続コネクタ２３０とを内視鏡プロセッサ３００に一度で接続できると共に、光源
の種類に応じて観察画像信号を処理することが可能になる。
【００４５】
　次に、第２の実施形態について図６及び７を参照して説明する。第１の実施形態と同様
の構成については同じ符号を付して説明を省略する。また、内視鏡プロセッサ３００と外
部光源４００の構成は第１の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
【００４６】
　第２の内視鏡スコープ５００は、被験者の体内に挿入される可撓部２１０と、術者が保
持する操作部２２０と、第１の内視鏡スコープ２００と内視鏡プロセッサ３００とを接続
する接続コネクタ２３０と、プロセッサ光源３１０に接続されるライトガイドコネクタ２
４０とを主に備える。
【００４７】
　接続コネクタ２３０は、内視鏡プロセッサ３００と電気的に接続される接続電極部２３
８と、ライトガイドコネクタ２４０を着脱自在に保持する第２の保持部５３６とを有する
。
【００４８】
　第２の保持部５３６は、ライトガイドコネクタ２４０の外周とほぼ同じ内径を有する円
筒である。円筒は可撓性の樹脂により形成される。第２の保持部５３６の内側面から押圧
部２３５が突出する。
【００４９】
　プロセッサ光源３１０を照明光として用いるとき、ライトガイドコネクタ２４０を第２
の保持部５３６に挿入する。外部光源４００を照明光として用いるとき、ライトガイドコ
ネクタ２４０は第２の保持部５３６から抜かれる。
【００５０】
　本実施形態によれば、保持部がライトガイドコネクタ２４０を確実に保持することが可
能になる。
【００５１】
　なお、撮像部はＣＣＤ２１６に限定されず、例えばＣＭＯＳ等の撮像素子であっても良
い。
【００５２】
　ライトガイドコネクタ２４０は円柱でなくても良く、矩形断面を有する柱形状であって
もよい。
【００５３】
　また、保持部は円筒形状でなくても良く、矩形断面を有する筒形状であってもよい。
【符号の説明】
【００５４】
　１００　内視鏡装置
　２００　第１の内視鏡スコープ
　２０３　ケーブル
　２０４　ライトガイドケーブル
　２１０　可撓部
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　２１１　遠位端部
　２１２　近位端部
　２１３　撮像レンズ
　２１４　配光レンズ
　２１５　ライトガイドファイバ
　２１６　ＣＣＤ
　２２０　操作部
　２３０　接続コネクタ
　２３１　ドライバ基板
　２３２　電極部
　２３３　マイクロプロセッサ
　２３４　メモリ
　２３５　押圧部
　２３６　第１の保持部
　２３７　スイッチ
　２３８　接続電極部
　２３９　雌電極
　２４０　ライトガイドコネクタ
　２４１　受光コネクタ
　２５１　スリット
　３００　内視鏡プロセッサ
　３０１　プロセッサ電極部
　３１０　プロセッサ光源
　３１１　発光コネクタ
　４００　外部光源
　４０１　外部発光コネクタ
　５００　第２の内視鏡スコープ
　５３６　第２の保持部
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